
組立て部品 使用ボルト

この度は、弊社製品をお買求めいただきましてありがとうございました。
このサイネージスタンドは組立式になっておりますので、下記の要領で組立ててください。
パッキングケースの中には、下記の部品が入っています。

32型対応デジタルサイネージスタンド(CR-PL17)組立説明書

完成図

★用意していただくもの・・・・・
手袋（組立て時のケガ等を防ぐために必ず着用してください）
プラスドライバー

総耐荷重　40kg
六角レンチ×1本

スパナ(大)×1本

スパナ(小)×1本

ボルトA×14本〔M8×20〕

ボルトB×4本〔M6×15〕

ボルトC×4本〔M4×12〕

フレームAを取付けます。4

レッグフレームをひっくり返し、
キャスターを取付けます。1

レッグフレームに軸受け金具を取付けます。2 フレームBを取付けます。3
ボルトは緩めに取付けておきます。
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※ベースは角が丸い方が前です。

ボルトA

ボルトA

ナット

ディスプレイブラケット×1個

軸受け金具×2個

ワッシャー(大)×2枚

フレームB×1個

キャスター
(ストッパー付き)×2個

キャスター
(ストッパーなし)×2個

ナット×4個

ベース×1個

フレームA×1個

軸受け金具

キャスター
(ストッパーなし)

キャスター
(ストッパー付き)

スパナ(小)

ベース

フレームB

ワッシャー(大)

スパナ(大)

使用ボルト

ボルトA〔M8×20〕

使用ボルト

ボルトA〔M8×20〕

使用ボルト

ボルトA〔M8×20〕

前

ワッシャー(小)×4枚

※ベースは角が丸い方が前です。

ストッパー付きキャスターを
前に取付けます。

ストッパー付きキャスターを
後に取付けます。

使用するシチュエーションに合わせてキャスターの取付け方を決めます。
設置後、移動させることが少ない場合 設置後、頻繁に移動させる場合
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ディスプレイブラケット寸法
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フレームA

ボルトA スパナ(大)

ナット

ボルトは緩めに取付けて
おきます。



ボルトAを隙間をあけて取付けます。6

ディスプレイブラケットを取付けて完成です。8

フレームAとフレームBを固定します。5

ディスプレイブラケットをディスプレイの裏面に取付けます。
※取付け可能なディスプレイの重量は40kgまでです。それ以上のディスプレイは絶対に取付けないでください。7

ボルトが長すぎるとディスプレイを破損する場合があります。また、ボルトが短すぎるとディスプレイが
しっかりと固定できず脱落する恐れがあります。取付けに適したボルトの長さは各ディスプレイによって
異なります。必ずディスプレイの取扱説明書や、メーカーへの問い合わせなどでご確認の上、適切な長さ
のボルトを使用してください。

毛布などを下に敷き、ディスプレイへの
傷や破損に十分ご注意ください。

全てのボルトをしっかりと
締めつけます。

ディスプレイに付属しているスタンド類
は取外してください。
スタンド類の取外し方法はディスプレイ
の取扱説明書をご参照ください。

毛布など

ディスプレイ
ブラケット

フレームAのボルトにディスプレイ
ブラケットを引っ掛けてから、ボルト
を締めつけてしっかりと固定します。

ボルト

ワッシャー(小)
M4のボルトを使用する
場合のみ取付けます。

ディスプレイブラケットの穴を利用して取付けます。
ディスプレイは縦向き、横向きどちらでも取付け可能です。

ディスプレイ背面

横から見た図
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ディスプレイの高さを2段階で調節可能です。

下図1と3の穴に取付けます。 下図2と4の穴に取付けます。
<高い位置に取付ける場合> <低い位置に取付ける場合>

ボルトA

ボルトA

ボルトAフレームA

5mm

ボルトAは5mm程度の隙間が
あくように取付けておきます。

使用ボルト

ボルトA〔M8×20〕

使用ボルト

ボルトA〔M8×20〕
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指等をはさまないように十分
ご注意ください。

ディスプレイの角度を2段階で調節可能です。

下図1の穴に取付けます。 下図2の穴に取付けます。
<きつい角度で取付ける場合> <浅い角度で取付ける場合>

※ボルトC、ボルトDのどちらかを使用します。
　付属のボルトが最後まで締まらない、またボルトが
　少ししか回っていないなど、ボルトが合わない場合は、
　強度に十分ご注意の上、市販の適切なサイズのボルト
　をご用意ください。

使用ボルト

ボルトC〔M4×12〕 ボルトD〔M6×15〕



<ディスプレイの高さの変更方法>

ディスプレイの高さを2段階で調節
することができます。

ディスプレイの角度を2段階で調節
することができます。

ディスプレイブラケットを固定している
ボルトを5mm程度緩めます。

ディスプレイごとディスプレイブラケットを取外し、
組み立て手順⑥⑧に従って高さを変えて取付けます。

13/01/TTDaC

ディスプレイは4本のボルトでしっかりと固定してください。

可動部分で指をはさまないように気を付けてください。

本製品を振動のある所に置くのはさけてください。

40kgを超えるディスプレイは取付けないでください。

室温の元で操作してください。

2ヶ月毎を目安に、ボルトを締め直してください。

段差などを超えて移動する場合は本体を持ち上げて移動
させてください。

以上の点に注意して取扱ってください。

安全の為に注意していただく点各部の調節方法
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<ディスプレイの角度の変更方法>

ボルトを緩める

ボルトを取外す

ディスプレイ
ブラケットを
取外す。

ボルトは取外さないでください。
ディスプレイが脱落し、ケガ
や破損の原因となります。

ディスプレイブラケットを固定している
ボルトを5mm程度緩めます。

ディスプレイごとディスプレイブラケット
を取外します。

下図のボルトを取外し、組み立て
手順⑤⑥⑧に従って角度を変えて
取付けます。

ボルトを緩める

ディスプレイ
ブラケットを
取外す。

ボルトは取外さないでください。
ディスプレイが脱落し、ケガ
や破損の原因となります。


